
 

 

令和６年度 日本大学 学生 FD CHAmmiT 

開催報告書 

日本大学 学生 FD CHAmmiT スタッフ一同 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 



 

9 月 29 日 日本大学学生 FD CHAmmiT は本番を迎えることが出来ました。 

今年は「～魅力・強みの再発見～“日大”をどう活かす？」というテーマを下に、

一般参加の学生や学生スタッフ、卒業生および教職員を合わせて、総勢 213 名の方々にご

参加いただきました。 

昨年から完全対面方式での開催となったことで、より「深く、白熱したしゃべり場」になったの

ではないでしょうか。 

参加者の皆様、ありがとうございました。 

また、CHAmmiT に携わる関係者の方々におかれましては、皆様のご助力あってこその本番

であったと思っています。 

この場をお借りして、多大なるご支援をいただいたこと、スタッフ一同、心より感謝申し上げ

ます。 

そして、本報告書は、私たち学生の声を教職員の皆さんと共有することで、日本大学の教育を

よりよいものにしたいという狙いの下に作成・公開を行っています。 

本報告書が学生、教職員、そしてそのほかの日本大学に関わる人々にとって、少しでも参考に

なれば幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

｛ アイスブレイク 1 ｝ 

テーマ：「無人島に 1 つだけ持っていけるとしたら？」 

アイスブレイク 1 は、セッション 1 を行うメンバーで「無人島に 1 つだけ持って行けるとした

ら？」というテーマで行いました。 

船やボート、ナイフや濾過装置など... 個性あふれる回答が多く、初対面の方々が多かったで

すが、各グループごとに緊張もほぐれ、仲を深めることが出来ました。 

 

｛ セッション 1 ｝ 

テーマ：「他の人にオススメしたい授業」 

セッション 1 では、他の人にオススメしたい授業について他学部の皆さんと話し合いました。 

自分が面白い・楽しかったと思った授業について意見を出すだけではなく、日本大学の教育

理念である「自主創造」を構成している 3 つの要素のどれに該当するかも考えていただきま

した。 

また、教職員の方々には自身が学生時代に受けてみて面白かった授業や、今自分が学生に対

して教えている授業など学生とは少し違った視点からのご意見をいただきました。 

そして、セッション 1 の最後には、自分の所属学部に対して提案したい授業について、各自で

付箋に記入していただきました。 

こちらで記入していただいた付箋はセッション 3 で反映させていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

｛ アイスブレイク 2 ｝ 

テーマ：「1 億円あったら何に使いたい？」 

アイスブレイク 2 では、セッション 1 とメンバーが異なり、同じ学部の学生同士で構成された

グループで、「1 億円あったら何に使いたい？」というテーマでアイスブレイクを行いました。 

同じ学部同士の学生ということもあり、和気藹々とした雰囲気で行うことが出来ました。 

 

｛ セッション 2 ｝ 

テーマ：「自分が受けた授業で見つけた改善すべき点」 

セッション 1 では、他学部同士の学生で集まり「他の人にオススメしたい授業」について話し

合っていただきました。 

セッション 2 では、授業で見つけた改善すべき点（良くないところ）・どう改善すれば良いかの

改善点について考え、共有していただきました。 

教職員の方々には、教職員の立場から見て思う意見や、学生から聞いた要望などについて多

くのご意見をいただきました。 

改善すべき点を記入した付箋は、セッション 3 に反映させていきます。 
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｛ セッション 3 ｝ 

テーマ：「私たちが未来に活かすためには」 

セッション 3 では、セッション 1・2 で話し合ってきた内容を元に、各グループごとに学部提案

書として提案する意見についてまとめました。 

セッション 1 で記入した「自分の学部に提案したい授業」、セッション 2 で記入した「改善すべ

き点」の 2 種類の付箋を用いて、自主創造を構成する 3 つの要素とその他に分類しました。 

学部に関する提案はもちろん、全学部に関する提案も挙げることが出来、充実した議論をす

ることが出来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書き方 参考例 



 

 

今回、ご参加していただいた皆様と作成した「学部提案書」は、ＦＤ推進センタ

ー（全学ＦＤ委員会）で共有し、後に各学部にて「学部提案書」に基づいて、効果的

な教育改善の実現に向け、具体的な検討フェーズに入る予定です。 

 

今年度の CHAmmiT は、7 回のスタッフミーティングと多くのオン

ライン研修を経て、スタッフの努力と研磨が報われた、「良いしゃべり

場」にすることが出来たと思います。 

学生スタッフだけではなく、公募ファシリテーターの皆様、OBOG ス

タッフの皆様、その他ご尽力いただいた皆様は、本当にお疲れ様でし

た！ 

そして、今回「参加者」としてご参加してくださった皆様におかれまし

ては、機会がありましたら是非、来年度の CHAmmiT にもご参加下

さい。 

もちろん、学生スタッフとしてのご参加も大歓迎です。 

 

日本大学がよりよい「教育の場」になるよう、 

これからも学生 FD CHAmmiT を盛り上げていきましょう！ 


